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1. はじめに 
近年，スマートフォンの普及により SNS の利

用が増加傾向にある．それに伴い，インターネ

ット上で文章を通じて機械が会話を行う雑談対

話システムが見られるようなった．しかしなが

ら機械との文章による会話には対面での会話と

比較して表情等の非言語要素から得られる情報

が不足しているため，臨場感のある会話を行う

ことが難しくなっている． 
本研究では対面会話における非言語要素の代

替案として感情と連動した色を文章と共に提示

し，インタフェースとして利用する方法の有用

性を検証する．雑談対話システムが色による感

情の起伏を表現することで多くの反応をユーザ

から引き出すことが可能となり，臨場感のある

双方向的な会話を実現できると考える．将来的

にはあらゆる機械上での対話インタフェースの

一つとして色彩を用いることや，雑談対話シス

テムを用いた既存サービスの拡充にも寄与する

ことが出来ると考える． 
 
2. 関連研究 
 対面会話における表情の代替案として，文章

中で感情を伝える従来手法の一つが顔文字であ

る．大町ら[1]は文章と顔文字から感情を推定す

る手法を示した． 
 色彩が特定の感情状態を想起させることは一

般的に広く知られており[2]，ロボットにおける

色を用いた感情表現の研究もある．菅野ら[3]は
怒りと赤色の関係をはじめとする複数感情の色

彩想起について示した． 
 感情の分類と色彩表現に関するモデルとして

Robert Plutchik[4]の Wheel of Plutchik という感情

の分類モデルがある．このモデルでは，人間の

基本感情を怒り，期待，喜び，信頼，恐れ，驚

き，悲しみ，嫌悪の 8 種類に分類し，正反対の性

質を持つ感情を対になるように配置し，さらに

強弱を加味して 24 種類の感情をモデル上に示し，

想起する色を提示している． 
 
 
 
 
 

3. 感情の色彩表現 
 色を感情指標として利用するにあたって，文

章に色を付与する妥当性の確認が必要である．

本研究に先行して行った，SNS での会話に色を

提示する研究[5]では，ツイートから収集した感

情ラベル付きコーパスと最新ツイートの類似度

比較を行い，感情と結びついた色をユーザに提

示するシステムを構成した． 
感情と色を結びつけるにあたって，より直感

的に色から感情を汲み取れるようにするため，

予備実験にて 2 対 4 感情（喜び・悲しみと恐れ・

怒り）に対する色対応を調査して実験に用いる

色を決定している． 
結果として，従来研究と同様，色と感情には

一定の結びつきがあり，チャットでの感情表現

の一手段として妥当性があると結論づけられた

が，予備実験の調査結果にはばらつきがあり，

提示された色が感情を表すものとして適切でな

いという意見が一部見られ，ユーザ毎の色感覚

の違いの扱いが課題となった．また類似度判定

手法として cos 類似度を用いた結果，文章の長さ

や未知語によって文章類似度判定の精度が落ち

るとう問題点もあった． 
 
4. 提案システム 

図 1 に提案システムの構成を示す． 
 

  
図 1. 提案システム 

 
本研究では，先立つ研究で文章類似度にて行

った色の付与を，Twitter から集めたツイートと

ニコニコ動画のコメントに感情をアノテーショ

ンして作成した教師データを用いたナイーブベ

イズ分類にて行った．これにより課題として挙

げられた類似度判定による精度の低さを改善し

た．また，先行研究では予備実験の元，色彩ラ

ベルを定めたが，本研究では利用ユーザ毎に感
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情状態を表す色彩に妥当なものを選択できるよ

うにした． 
 
5. 実験 
 上述のシステムと色彩付与を除いたシステム

とを実装し，アンケートによる非対面式での比

較実験を行った．また、インタフェースのユー

ザビリティテストとして一部実験についてはオ

ンラインにて利用時のユーザ行動の観察も実施

した． 
5-1. 色彩感覚の再検証 

色感覚のユーザ毎の違いについては，先立つ

研究で示した通りばらつきが散見された． 
  

 
図 2. 色彩感覚調査結果 

 
これについては個人差，文化差がある[1]こと

が認められている．以上の結果は既知の通りで

あり，色を感情表現手法として用いるためには

ユーザ毎に色彩-感情感覚を調査する必要がある

ことを示している． 
5-2. ウェブユーザビリティ評価スケール 
 本研究を定量的に評価するにあたって，ウェ

ブサイトに対するユーザの主観的評価を 7 つの評

価因子で評価するウェブユーザビリティ評価ス

ケール[6]を用いた．7 つの評価因子のうち，色の

添加により改善の期待される，見やすさ，好感

度，感情状態の分かりやすさ，反応の良さの 4 つ

を評価因子として用いた． 
 

 
図 3. WUS 検証結果 

 
図 3 より，インタフェースの好感度について色

の付与前と比較して 0.8，感情状態の分かりやす

さについて 1.5 高い値となっている．ユーザとの

対話を目的としている雑談対話システムの性質

上，上記 2 項目の優位性は，色をインタフェース

として用いる有用性を示していると考える． 
反応の良さに関しては，0.2 ポイントの低下が

見られ，これは色の付与プロセスによる遅延が

原因だと考えられる．反応の良さは対話の臨場

感向上に寄与する項目であるため，改善が必要

である． 
5-3. ユーザビリティテスト 

雑談対話システムが怒りの感情を提示した場

合に焦点を当てユーザ行動を観察した結果，他

感情と表出頻度が変わらなかったにも関わらず，

印象に残った感情を調査すると怒りと答える割

合が高かった．これには赤系統の色が膨張色で

あり，印象に残りやすい色であることが関係し

ていると考えられる．この仮説を検証するため

に，膨張色のみ彩度を落とす等して再検証する

必要があると考える． 
 
6. むすび 
本研究ではチャットボットにおける文章以外

の感情表現手法として色を利用することを提案

し，色の有無で比較し評価した．結果，色に雑

談対話システムにおけるインタフェースとして

の有用性があることを示した．また色には中間

色や彩度等様々なパラメータがあるのでそれを

用いてより感情を具に表現できるシステムが実

装できると考える．今後は色特有のパラメータ

を用いた実験や，アイトラッキング調査も交え

研究を進めていきたい． 
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